
柔軟化の定義 ＜柔軟化の対象と要求特性＞
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業界ルール
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外部環境／内部課題

内部リソース（自社／関連企業）

従業員経営者

情報システム

組織

制度

＜柔軟化とは＞

 変わらないもの（経営理念、等）は守りつつ、

変化の契機に対応して、変えるべきもの（柔

軟化の対象）を変化させること

 これには変化を予測した上で、余裕（スラッ

ク）を持たせておき、変化が要請された際には、

スピーディーに適応し、その状態を維持し続

けることが必要である

絶え間ない、
変化要請

(能動/受動)

柔軟化の要求特性

適応性（Adaptability）

拡張性（Scalability）

予測性（Predictability）

柔軟化
の要求特性 迅速性（Agility）

予測性（Predictability）・・・可変要素が将来変化をする予兆を事前に捉えること
拡張性（Scalability）・・・既存のリソース（人、モノ、カネ、情報等）に、将来の可変要素を想定した余裕を持たせておくこと
迅速性（Agility）・・・起きた変化／起こすべき変化に対して、すぐに対応できること
適応性（Adaptability）・・・ これまでと違った環境、シチュエーションに、うまく対応できること

変化の
意思決定

※

要
求
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性
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足

影響要因影響要因

商品・サービス

財務・会計

テクノロジー 社会構造

企業文化

変化の契機

柔軟化の対象

グローバル化 事業再編

業務プロセス

出典：IT経営普及促進に向けた調査研究 報告書（H23年3月 社団法人日本情報システム・ユーザー協会）
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柔軟化の推進ポイント

業務プロセス

IT組織

B：by IT（with IT、through 
IT）の推進ポイント

・ITと業務プロセス、ITと組織
の間に位置する

D：non ITの推進ポイント
・ITが関与せず、業務プロ

セス、組織に関わる

A：of ITの推進ポイント
・ITのみに関わる

C：（B：byITに包含）
・3つの要素全てに関わ

る推進ポイント

③データ構造の
最適化、標準化

②業務プロセス・機能の
標準化・共通化

④最新技術の有効利用と
エンジニアリングの高度化

①戦略的なIT
投資の実践

⑤マニュアル化
とIT化（機械

化・自動化）の
バランス確保

⑥人材・組織育成と
意識改革

⑦強いリーダーシップ
によるトップダウンから

の業務変革

出典：IT経営普及促進に向けた調査研究 報告書（H23年3月 社団法人日本情報システム・ユーザー協会）


